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MARINE RADIO 
TRANS Ml TIER 
TYPE TEG-500RD 
lt. 422 
FREQ 400KC-535KC 
4MC~13MC 
DATE OCT. 1959 
POWER Al, A2 500W 
短波送信機
MARINE RADIO 
TRANSMITTER 
TYPE TCG-IOOORD 
池 394
FREQ 4MC-23MC 
DATE MAR. 1959 
POWER Al lKW 
中波短波送信機
正面内部
短波送信機
正面内部
写真は初代日本丸でかつて使用していた無線
電信送信機です。この船は昭和 59年9月17日
に練習船の任務を解かれ記念船として横浜市に
引き継がれ， JR桜木町駅から見えるところで余
生を送っております。
記録によりますと昭和 3年7月16日文部省が
地方商船学校生徒実習用練習船として建造計画
に著手．昭和5年3月31日書類上竣工引渡しと
あります。文部省では航海訓練所（昭和 5年6
月 1日）を設立して日本丸及び泥王丸両船の管
理運営に当たりました。
昭和 6年 3月文部省発行の文部省航海練習所
練習船日本丸及び海王丸建造概要は
総屯数 2238.98屯 満載排水量 4043屯
幅 42.5呪 深 25.75呪 垂線間の長
260沢 収容人員設備数士官用17人分及
び生徒用 120人分
無線電信装置は日本無線電信電話株式会社製，
主装置真空管式，空中線電力 1kw,昼間通達距
離 850Km,連続使用可能時間 6時間 との記載
KYORITSU DENPA CO., LTD製
（日本丸•海王丸50年史参照）
があります。
昭和16年10月末日現在逓信省工務局発行の
本邦無線電信電話局所設備一覧表には，施設者
文部大臣，呼出符号JFLC,主装置日本無線電
信電話株式会社製，自励発振真空管式，空中線
力 lKWと表示されています。
昭和16年12月8日逓信省に移管，昭和20年
5月19日運輸省航海訓練所所属となりました。
この送信機は水晶制御方式，空中線電力 500
W, 電波の型式及び周波数A1, A 2, 410, 425, 
432, 454, 468, 480, 500, 512KC, 4, 6及び 12M
Cと空中線電力 1KW, A 1, 4, 6, 8, 12, 16及び
22MCの 2台で1組です。
航海訓練所の所属船では前身校，学部及び短
大の多くの卒業生が無線従事者として勤務し，
商船大学及びその他船員に関係する学生の実習
教育及び無線局の業務に従事しています。この
無線送信機も多くの卒業生のもとで活躍したこ
とと思います。
（本学名誉教授宮坂武芳）
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